
家
試
験
を
行
な
っ
て
医
師
免
許
を
与
え
る
と
い
う
点
で
各
界
の
意
見
が
統
一

さ
れ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
に
代
わ
る
臨
床
研
修
制
度
案
が
決
ま
ら
ず
、

国
会
上
程
は
見
送
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年
に
も
、
新
し
い
研
修
方
式
に
つ

い
て
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
制
度
改
革
は
見
送
り
と
な
っ
た
が
、
そ
の
た
め

一
部
大
学
医
学
部
で
は
学
生
・
研
修
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
は
改
正
法
案
が
上
程
さ
れ
、
同
年
五
月
に
衆
議
院
修
正

案
通
り
に
可
決
さ
れ
た
が
、
修
正
の
骨
子
は
、
卒
後
研
修
の
修
了
を
「
医
籍

に
登
録
す
る
」
こ
と
を
止
め
、
「
厚
生
大
臣
に
報
告
す
る
」
点
に
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
の
法
案
審
議
中
に
は
一
部
の
医
学
部
・
医
科
大
学
に
お
い
て

ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
な
わ
れ
た
が
、
同
年
秋
に
は
全
国
的
に
ゑ
て
ほ
ぼ
解
除
さ

れ
、
漸
次
平
静
に
戻
っ
た
。

98 ６
山
脇
東
洋
の
解
剖
の
地
に
関
す
る
新
知
見

雑
報

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会

と
き
十
一
月
十
三
日
（
日
）

と
こ
ろ
大
阪
市
北
区
中
之
島
四
丁
目

大
阪
大
学
医
学
部
二
階
会
議
室

演
題

１
（
示
説
）
ボ
ー
ド
イ
ン
・
ア
ル
バ
ム
一
八
六
二
’
一
八
七
○
の
日
本
の

写
真
百
五
十
枚
か
ら
石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
病
院
）

２
Ｅ
・
。
ヘ
ル
ツ
と
Ｏ
・
Ａ
・
Ｇ
（
ド
イ
ツ
東
洋
文
化
研
究
協
会
）

安
井
広
（
愛
知
県
）

３
Ｓ
・
リ
ン
ガ
ー
（
一
八
三
五
・
一
九
一
○
）

７
本
邦
東
西
の
三
大
切
断
術
の
描
画
（
供
覧
）

ｕ
Ｆ

５
烏
取
藩
に
お
け
る
御
薬
園
と
平
田
眠
翁

４
越
前
版
俗
解
八
十
一
難
経
の
異
版
に
つ
い
て

Ｉ
卜
に

私
家
蔵
の
医
家
遺
墨
に
つ
い
て
中
山

日
本
人
の
湯
治
観
ｌ
箱
根
「
七
湯
の
枝
折
」

中
沢 森

納
（
烏
取
県
）

岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

宗
田
一
（
杏
雨
書
屋
）

栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

太
木
（
高
槻
市
）

沃
（
岡
山
大
学
）

を
中
心
と
し
て

修
（
岡
崎
市
）

100(100）



181716泊
播
州
某
医
家
旧
蔵
医
書
に
つ
い
て

15 14 哩
津
近
在
の
明
治
初
期
種
痘
に
つ
い
て

11 1013

茅
原
弘
（
津
市
）

「
大
阪
市
種
痘
歴
史
」
の
著
者
松
本
端
と
そ
の
周
辺

古
西
義
麿
雁
嘩
威
評
錘

征
台
の
役
（
明
治
七
年
）
に
宮
内
省
よ
り
差
遣
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
医
師

佐
久
間
温
已
（
西
尾
市
）

英
医
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
の
日
中
美
術
史
関
係
の
業
績
に
つ

い
て
蒲
原
宏
（
新
潟
市
）

医
学
史
の
か
か
れ
か
た
中
川
米
造
（
大
阪
大
学
）

カ
ル
テ
の
保
管
に
つ
い
て
長
門
谷
洋
治
（
堺
市
）

ハ
ン
オ
ソ
ノ
ー
ル
ト
著
緒
方
公
裁
訳
白
内
搦
治
術
集
論

藤
野
恒
三
郎
（
箕
面
市
）

究
理
堂
文
庫
所
蔵
の
北
陸
ゆ
か
り
の
医
人
と
写
真

寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

弘
賛
法
華
伝
巻
第
八
に
桑
え
る
一
症
状
に
つ
い
て

杉
本
茂
春
（
大
阪
歯
大
）

杉
立
義
一
（
京
都
市
）
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